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静圧の計測

使用例

Ｈ：高圧側　　Ｌ：低圧側◆静止空気の場合　室内圧力の監視と警報発信

◆内圧防爆用

◆液面計（エアパージ式）
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（1）クリーンルームでの使用例
クリーンルームの正圧監視に使用
します。クリーンルームを正圧に保
つことで、外部からの空気の流入を
防ぎます。

爆発雰囲気内で計測器等を使用す
る場合、法規で定められた圧力まで
クリーンな空気を一定時間送り込
んでから使用します。

タンク内に管を挿入し、管の先端
より微量の空気を放出します。その
時、管の圧力は【液面高さ×液体の
比重】となるため、液体の比重が分
かっていれば液面の高さを知るこ
とができます。

（2）危険物資を扱う工場での使
用例

負圧監視に使用します。工場内を
負圧に保つことで、工場内の空気を
外部に漏洩させないようにします。

！ 使用環境に合わせて、口金、配管材などを選定してください。
注意
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静圧の計測
Ｈ：高圧側　　Ｌ：低圧側◆流動空気の場合　通風・排気装置等監視と警報発信
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普通ダクト内の静圧は、乱流のため微差圧計の指針が脈動して読み取りが困難になったり、測定値に誤差が生じたりするため、必ず静
圧管を決められた長さの直管部に取り付けてください。
ファンの前後でダクト内の静圧が正圧および負圧となりますので、微差圧計、微差圧スイッチおよび微差圧センサの口金の極性（高圧
側、低圧側）に注意し、配管してください。

（2）煙道排気・バーナー送気監
視用

不十分な排気による不完全燃焼や
送風機の故障による燃焼停止を微
差圧スイッチが検知し、警報を発生
させます。

（3）乾燥炉・トンネル窯業炉の
空気流量コントロール用

熱風が最良の状態を保持するよう
微差圧スイッチで監視し、風量の状
態が悪くなれば警報を発生させた
り、熱風を遮断して装置を停止させ
たりします。

（1）電気ヒータの焼損事故防止用
電気ヒータ式暖房機などで、ヒータ
通電中にファンが停止した場合、微
差圧スイッチが作動して全装置を
停止させ、ヒータの温度が上昇して
溶断するのを防ぎます。

！ 使用環境に合わせて、口金、配管材などを選定してください。
上流側寸法、下流側寸法はダクトの形状によって異なります。詳細はp.108をご参照ください。注意
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風量・風速の計測
Ｈ：高圧側　　Ｌ：低圧側◆ダクト内の風量を検知する場合の使用例
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（1）ピトー管の場合
　 （総静圧管）
2m/s以上の風速は総静圧管を設
置して動圧を検知し、計算式（p.107
参照）から風速を求めることができ
ます。
ダクト中心の最大風速が求められ
ると、【最大風速×ダクト断面積×
0.9】の計算で、風量を知ることがで
きます。

（2）ピトー管の場合
　 （静圧管＋総圧管）
低コストで簡単に風量・風速を知
りたい場合は、静圧管と総圧管を
右図の様に使用します。

（3）オリフィスの場合
空気が流れている管路を丸孔のあ
いた円板で絞った装置をオリフィ
スといい、管路を細く絞ることによ
り、流速が増加し静圧が減少しま
す。このときのオリフィスの前後の
差圧を計測し、風量を算出します。
※弊社では取り扱いがありません。

（4）複合ピトー管の場合
ダクト断面を一定の割合で分割し、
それぞれの断面の中心にピトー管
を1本設置し、これらのピトー管の
総圧・静圧をそれぞれ集合させ、平
均総圧・平均静圧として取り出す
ことが同時にできます。
※弊社では取り扱いがありません。
　詳細は複合ピトー管メーカにお
問い合わせください。

！ 使用環境に合わせて、口金、配管材などを選定してください。
上流側寸法、下流側寸法はダクトの形状によって異なります。詳細はp.108をご参照ください。注意
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圧力損失の計測
Ｈ：高圧側　　Ｌ：低圧側◆フィルタの目詰まり検知の場合

◆自動式フィルタの駆動信号発信用

◆バグフィルタ集塵機用

◆冷却コイルのデフロストサイクル検知用
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フィルタの前後に静圧管を取り付
け、フィルタの圧力損失を計測し、
フィルタの目詰まりの程度を知る
ことができます。一般的には最大値
が300Pa～1000Pa の圧力レンジ
を使用します。

フィルタの目が詰まり、空気流量が
低下すると、微差圧スイッチが切り
替わります。微差圧スイッチの切り
替わりによって通電し、フィルタ巻
取りモータを作動させ、新しいフィ
ルタを供給させます。

バグフィルタの目詰まり、サイクル
に合わせて微差圧スイッチが集塵
量を検知し、エアレーション装置を
作動させ、バグフィルタを清掃しま
す。

冷房機運転時、冷却コイルに霜が
付着して機能が低下するのを防ぐ
ため、微差圧スイッチで霜の付着量
を検知し、霜取り操作指令を発信
させます。

内圧を制御し、グローブボックス内の対象物をマジックハンドで
取り扱います。（図はボックス内を負圧にし、内部からの漏洩を防
止する場合の使用例です。）
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静圧と圧損の計測
◆グローブボックス用

！
使用環境に合わせて、口金、配管材などを選定してください。
上流側寸法、下流側寸法はダクトの形状によって異なります。
詳細はp.108をご参照ください。注意
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